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＜連絡事項＞
・特になし
＜患者様連絡事項＞
・辻浦　幸子様～持参薬タリオン1/5夕まで。田名部Drへ報告し、エバスチンで代用し、本日朝より3日分処方となる。
・織笠　キヌエ様～本日で排便5日みられず、センナリド2T、桃核承気湯1P処方となる。

＜要注目患者様＞

・木村　格治様～妄想様の発言は聞かれず対応穏やか。
・滝澤　繁倫様～「さっき息子が10年ぶりに来た」と話し、大声で感情失禁見られている。
・田嶋　兼雄様～血圧154/96mmhgと高めである。他バイタルサイン異常無し。食事量少ないが、活気あり。
・澤田　キエ様～バイタルサイン異常無し。食事・服薬困難続いている。耳漏少量あり。
・熊谷　樹里様～便―8日目であったが、排便あり。
・橋本　拓実様～粗暴行為やドア叩きなく落ち着いている。
・立花　圭様～変な考えをしてしまうと話し、希望にて10：30不穏時の頓服薬使用。
　　　　　　　以降、粗暴行為なく経過。
・織笠　キヌエ様～ホール内徘徊、床を弄る行為見られている。
＜新入院患者様＞
　日　　時：1月6日　

　病棟病室：東病棟合併症室

　氏名：江刺家　キヨ様　80歳

　性別：女性

　病名：左肘化膿性関節炎、第9胸椎圧迫骨折、第5腰椎分離滑り辷り症

　合併症：高血圧症

　入院形態：任意入院

　主治医：田名部Dr

　主援助者：江刺家幸枝様（長女）

　介護度：5

　（経過）

　62年頃からリウマチの治療の為、八戸整形へ通院。

しかし、症状が改善しない為、H24年頃から十和田市のさとるクリニックへ転医。H25年2月、さとるクリニックへ向かう途中で車両事故に遭っている。頭部外傷、顔面骨骨折、右腕骨折、右眼全網膜剥離を受傷。八戸市立市民病院へ入院となり、手術を行なっている。その後、リハビリ目的の為、メディカルコート八戸西病院へ転院となる。同院を退院後は自宅療養となる。

　H28年12月、回覧板を届けに近所へ出かけた際に、自宅近くの坂道で転倒。左肩を骨折。メディカルコート八戸西病院を受診し、三角巾とベルトで固定していた。H29年3月に三角巾とベルトは外したが、骨折部は完全にくっついていない状態。H29年3月末に急に自力歩行ができなくなり、足に力が入らず、座位での下肢の痛みが出現し、寝たきり状態となる。3週間自宅にて様子をみていたが、症状が改善せず、H29.4.3にメディカルコート八戸西病院を受診。腰椎圧迫骨折との診断を受ける。その後も上記状態が持続し、H29.4.11に同院へ入院となる。諸検査施行し、第9胸椎圧迫骨折、第5腰椎分離滑り辷り症との診断を受ける。また、家族は医師より仙骨部に水腫がみられ、傷みの原因となっているとの説明を受けている。コルセットによる保存療法を行い、徐々に傷みは軽減したが、ほぼ寝たきり状態となり、介護負担が増大したことから、在宅生活が困難となり、H29.5.29に南山苑へ入所となる。

　H29.11.29、左肘に創があり、12/16より左肘の化膿と浸出液の増大、周囲の熱感と発赤がみら、12/26に室岡整形外科を受診。左肘化膿性関節炎と診断される。以後、同院を受診し治療を継続している。検査にてMRSAが検出したことにより、治療開始となっている。入院治療も検討したが満床にて対応困難との事で、当院へ入院依頼あり。平成30年1月6日12:15入院となる。

・家族洗濯
・買い物カードなし
・1/16　AM　室岡整形受診
